
 

 

 

 

 

 2018年５月７日より当院整形外科及びリハビリテーション科では、脊

椎脊髄損傷、重症な頚髄症、パーキンソン病、脳梗塞後遺症などの難治

性神経疾患に対する特殊外来診療を開始いたします。秋田大学整形外科、

リハビリテーション科及び札幌医科大学整形外科などと協力し、最新の

ロボット型の器械を利用する画期的なリハビリテーションとなります。

これまでにない治療効果が期待されます。 

 

 また、近日中に脊髄損傷などに対しての神経細胞の移植も計画してい

るところです。東北地方では初めての治療となります。治療等に関する

お問合せは、当院医事課窓口にお申し出ください。 

 

 2018 年４月 21 日の秋田魁新報の記事です。秋田大学整形外科の島田

洋一教授の解説が掲載されました。ご参考にしていただければと思いま

す。 

 

 

秋田労災病院      

副院長（整形外科部長） 

 奥山 幸一郎 

 

 

 

2018 年 4 月 21 日の秋田魁新報の記事は、私が日本脊髄障害医学会理

事長として共同通信社より受けたインタビューを基にしています。 

 

いよいよ札幌医大の骨髄幹細胞移植薬が本年度中に認可されることが

決まり、慶應大学主導の iPS 細胞による脊髄再生も、国の大型研究予算

の下、臨床治験が始まります。いずれのものにも私が分担研究者となっ

ており、秋田大学整形外科が推進してきたハイテクリハビリテーション

が脊髄再生治療のキーと認識されています。 

 

 本年度中に秋田労災病院に脊髄再生治療に対応するハイテクリハビリ

施設を整備し、世界に先駆けて本分野に取り組むことになりました。 
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